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目的：隋と対等な外交関係を築き

中国の優れた制度や文化を

取り入れるため
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※ 大化改新の背景：

中国大陸に強大な中央集権国家・唐が出現したため、

日本では危機感を持ち、唐にならって天皇中心の中央

集権国家を作ろうという動きが出てきた。しかし当時

は蘇我氏が天皇をしのぐほどの勢力を持っていたため、

まず蘇我氏を亡ぼす必要があった。

６世紀の日本

中央豪族の勢力争い

蘇我氏 ＶＳ 物部氏

仏教賛成 仏教反対

が勝って勢力を増し、時の大王を

殺害して、▲額田部王女を大王に擁立した。

（→後の▲推古天皇）

そ が もののべ

一に曰く 和を以て貴しとなし、さからふる（争う）

事なきを宗とせよ。

二に曰く 篤く三宝を敬へ。三宝とは仏・法・僧なり

三に曰く 詔をうけたまはりては 必ずつつしめ

※ 詔 ＝ 天皇の命令

・
・
・

一七に曰く それ事は独り断むべからず。 必ず衆と

宜しく論ふべし。

十七条の憲法（一部）

あつ

みことのり

ひと さだ もろもろ

よろ あげつら

いわ

６世紀末

～７世紀日本最初の仏教文化

・ … 世界最古の木造建築

・ （法隆寺）

（法隆寺）

（広隆寺）

※飛鳥文化は、渡来人の子孫が大きな役割を担い

中国やギリシャ（ヘレニズム）の影響がみられる。

ほうりゅうじ

たまむし の ずし

しゃか さんぞん

みろく ぼさつ こうりゅうじ

◎

位を１２に分け、冠の色で地位を表す。

氏や姓にとらわれず、才能のある人を

取り立てようとした。

◎

天皇中心の政治を示し、役人の心得を説いた

かんい じゅうにかい

No.3 飛鳥時代Ｂ

(C) ARAKI, Shin-ichi

what...?

大王（▲推古天皇）の摂政となった▲聖徳太子は

▲蘇我馬子と協力して、大王（天皇）中心の国造り

を進めた。

この間、中大兄皇子は天皇に即位した（▲ ）

唐･新羅連合軍に百済・倭国の連合軍が敗れた戦い。

敗戦で、倭国は朝鮮半島から手を引くことになった。

・北九州に 、 、 を設置

・全国各地に 山城 を設置

徴兵･徴税を円滑にするために を作成

戦後、唐･新羅軍の侵攻に備えて
だざいふ みずき さきもり

てんじ

はくすきのえ

▲中大兄皇子（天智天皇）と▲中臣鎌足

（藤原鎌足）が、当時勢力をふるっていた

大豪族・蘇我氏を亡ぼし、天皇中心の政治

制度を整え始めた。これを という。

●
皇族や豪族が私有していた土地や人民を、

すべて国家の所有（国有）とする制度。

●年号（元号）のはじまり

改新の年、はじめて「大化」という年号が
立てられた。（唐の制度にならったもの）

なかのおおえのおうじ なかとみのかまたり

国の整備には以後５０年以上かかった。

あ す か

ぬかたべのおうじょ

（奈良）

（京都）

こうち こうみん

天智天皇の死後、皇位継承をめぐって起きた内乱。

弟▲大海人皇子が争いに勝って即位（▲天武天皇）

▲ … 律令、歴史書を作ることを命じる

▲持統天皇 … 藤原京（碁盤目状の本格的な都）

…

※この頃「天皇」という称号が用いられるようになった。
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